１／「女人」以前――「朝鮮近代小説考」
1919年に日本滞在を終えて朝鮮に帰国した金東仁（1900～1951）は、2年後の1921年から放蕩をはじめた。しかし彼はそんな中でも小説は書き続け、「壕魚虞奄」（1921）「殿莫」（1922）「姶切」（1925）など初期のすぐれた短編を生み出してきた。ところが一度おさまった放蕩が再開した1925年の後半あたりから執筆量が極端に減り、1927年に発表した２つの短編
をのぞくとほぼ4年間、金東仁は小説創作から遠ざかってしまった。
この間、彼は生活の激変の中にいたのである。1926年正月に財産を調べて激減していることに驚いた金東仁は、挽回のために灌漑事業に手をだして失敗、莫大な借金を負った。翌27年には破産し、妻は残った金をもって家を出てしまう。このような生活の中で、彼は創作意欲を喪失していたのだろう。金東仁がようやく長い空白期を脱したのは、1929年夏に発表した評論｢朝鮮近代小説考｣によってであった。
『朝鮮日報』紙に17回にわたって連載したこの評論の中で、金東仁は朝鮮の近代小説が歩んできた道程を整理し、「朝鮮近代小説の祖」
の栄冠を李人稙にあたえて、一方李光洙に対してはその教化主義を辛辣に批判した。そして『創造』の文芸運動によってはじめて朝鮮の小説は「人生問題の提示という小説の本舞台に上った」
のだと、自分たちの同人誌を高く評価した。李人稙の評価と李光洙の評価切り下げは1925年の評論「小説作法」の中でも見られたが、『創造』の自己賞賛はこれがはじめてである。金東仁はまた最終章の「蟹税 小説」において、自分たちが社会の｢完全な無視｣
に耐えながらおこなってきた近代的文体の創出について語り、自分の功績を主張した。口語体（過去形）の徹底化、HeとSheの代名詞の普遍的使用、形容詞と名詞が不足する中での単語との格闘など、自分のおこなってきたさまざまな試みを具体的に説明しながら、金東仁は近代文学に対して果たした功績をみずから称揚したのである。
ところでこの「蟹税 小説」後半部で、金東仁はここ数年間の自分の生活について語っている。金東仁は自分の放蕩を「私の狂暴な思想の反響である凶暴な生活様式」
と呼んで、放蕩をはじめた原因を創作理論の破綻に帰している。それによれば、自分が創造した世界であるにもかかわらず小説内で登場人物が人形のように動かなかったことから自分の中に「二元的性格」を意識した彼は、「すべてを『美』の下に服従させる」
ために放蕩をはじめたというのである。放蕩のあいまに小説を書きながら彼は1924年ころ文体における「強烈な東仁味」
を確立する。しかしその後、事業に失敗して祖父の代からの財産をすべて失い、妻は金をもって出奔してしまう。
文学的な理由からはじめた放蕩がひきおこした破産、妻の出奔、そして「貧人」
に転落することへのすさまじい恐怖――1年間の苦闘のすえにそれらを克服して精神的に原状回復したことを語った金東仁は、最後に次のように書いている。
「このところ私にはもっと書きたいことがたくさんある。事業の失敗の経過は？　妻の出奔は？　その後は？ 子供たちは？ 海州､宜州、定州などの地での漂浪は？ 今の生活は？    

しかし、これらすべてのことはまたの機会を待つことにして、いまはたださびしい身を二人の子供をつれてわが母の懐に帰り、また文芸の戦線に出る準備をしているということで終わりにしておこう」

数年にわたる激動生活の中で創作意欲を失っていた金東仁が、「文芸の戦線」に復帰する準備に入っていたことが、この文章からはうかがわれる。「朝鮮近代小説考」という評論は金東仁にとって、それまでの人生の文学面における総括であり、「文芸の戦線に出る準備」であったといえる。財産をなくし、妻に逃げられて自尊心がずたずたになった金東仁が、それでも｢傲慢な性格｣
を失うまいと苦闘したとき、よりどころになったのは自分がそれまでやってきた文学上の仕事だったのだろう。財力によって常に文壇の中心的人物であった金東仁が、財産を失ったあと自尊心を守るためにおこなったのは、朝鮮近代文学史上に自分の仕事を不動の業績として刻みこむことであった。この「朝鮮近代小説考」で初めておこなった文体に関する自己顕彰を、彼はその後いくども繰り返し、やがて彼の主張は文学史上の事実として定説化されていく
。また『創造』創刊についても金東仁は、２年後の評論「文壇懐古」以降、文学史上の重要事件として何度も回想することになる。そして時がたつにつれて、その記述には微妙な誇張がまじってゆくのである。

２／「女人」
「このところ私にはもっと書きたいことがたくさんある」という｢朝鮮近代小説考｣の言葉を受けるようにして、４ヶ月後に連載がはじまったのが｢女人｣である。
「女人」は1929年12月から『別乾坤』に掲載され、1931年３月に『彗星』が創刊されるとそちらに移って同年11月までの２年間、計14回にわたって連載された。『別乾坤』連載時のタイトルは＜女人――追憶の辿り道――＞
、『彗星』連載時は＜追憶の辿り道――「女人」の継続――＞
となっている。（別表参照）
連載終了後は『女人』
というタイトルで刊行された。全集に収録されているテキストは雑誌連載のものと少し違っているので、単行本の方だと思われる。雑誌連載時には全９章で10人の女性だったのが、全集版では２人の女性の章が削られて全７章８人になり、前書きもそれにしたがって整理されている。また年号も西暦から大正・昭和に変わっていて
、後書きがついている。
｢女人｣は語り手「私」を主人公とする一人称小説で、レトリックとして「私」を｢金東仁｣という固有名詞で呼ぶこともある。連載第１回を見ると、前書きが「私の30年の生涯を通して…」という文章ではじまり、つづく本文の書き出しは「1915年の秋だった。明治学院中学２年生16歳の少年金東仁は…」となっている。

｢女人｣とは主人公がこれまで出合って今も心にきざみこまれている女性たちのことだ。連載第1回の前書きには、これから語る女性たちの名前が列記されている。
わたしは一度それを順番に書いてみようと思う。メリー、中島芳江、萬造寺あき子、金玉葉、Ｍ、蝉丸、黄瓊玉、Ｘ（姓名も知らない）、廬山紅、金白玉――あわせても十名、その中で黄瓊玉、金白玉の二人（一人は京城、一人は鎮南浦の妓生）はすでに静かなあの世に旅立った人間であり（神よ、幼い彼らの霊を守り給え）、メリー、芳江、あき子、蝉丸、Xの五人は住所どころか生死もわからぬ人間である。金玉葉は七度目の家庭生活を始めたという噂を聞いた。Ｍは幸せな家庭の良妻として何人かの子供の母親としてのつとめをりっぱに果たしているといい、廬山紅は現在京城で売れっ妓だという。

中学時代の初恋の相手メリーは金髪の混血児。そのころ近所に住んでいた少女中島芳江と藤島武二の門下生時代の恋人萬造寺あき子、それから平壌でひいきにした芸者蝉丸の３人は日本人である。残る６人は朝鮮人で、うちXは大同江の岸辺で出合った名も知らぬ女性、Ｍは人妻
、そして金玉葉・黄瓊玉、金白玉・廬山紅の４人は妓生となっている。
舞台は連載３回までが東京、そのあとは朝鮮で、後半は主人公と妓生たちとの出会いと別れを縦糸に、放蕩、事業の失敗、破産、妻の出奔などが描かれている。経済的転落と家庭生活の崩壊のなかで、主人公は急速に青年時代を終えて中年男性へと変貌してゆく。最後は「時間」によって痛手を癒された主人公が、新聞小説執筆のために温泉に行く途中、前年急死した妓生金白玉の墓をさがす場面で終わっている。
別表にあるように、最後の場面は1930年春であり、「女人」の連載がはじまったのは1929年12月である。したがって最終回での主人公はこのときすでに執筆活動を再開しており、「女人」連載の3回までを終えていることになる。金東仁は「女人」において、1915年秋から「女人」連載をはじめた直後までの自分を描いたのだ。
金東仁にとって「朝鮮近代小説考」が文学面における過去総括であったとするなら、４ヶ月後に連載をはじめた「女人」は、彼の個人生活における総括であったということができるだろう。「女人」の後書きで金東仁はこう書いている。
自伝――その中でも女性に関する部分を書くのはつらいことだ。（中略）しかし三十を一期とした過去を清算しようとして書きはじめた筆であるから、そう簡単に投げ出すわけにはいかなかった。

この1930年から32年にかけて、金東仁は家庭と経済面での生活再建をおこなっている。婚約・結婚し
、それまで拒否していた新聞の連載小説を引き受け、京城へ転居して月賦で家屋を購入し、やがては野談や歴史小説の執筆にも手をそめるようになる
。親から受け継いだ財産を失った金東仁は、もはや文筆によって生きるしかないと腹をくくったのだ。｢原稿は書いても金は受けとるものではない｣
とうそぶいていた金東仁にとって、それまでの生き方を根底からひっくり返すような大きな変化であった。このような生活立直しの時期に書かれたのが「女人」である。新たな結婚生活をはじめるにあたり過去の女性関係をさらけ出して清算したいという思いもあったであろうが、それ以上に金東仁にとっては過去の自分を見つめ直すことによって、これまでの生き方とは違った人生をあゆむ決心をする必要があったのだと思われる。
  ところで『別乾坤』と『彗星』の目次を見ると、「女人」はつねに文芸か創作欄に入れられており、タイトルの下には（小説）あるいは(創作)という文字がついている。また別表に見るように、本文のタイトルにも時おり｢創作｣とか｢小説｣という文字がつく。少なくとも本文のタイトル決定には作者の意志が働いていたと思われるのだが、自分で自伝と呼んでいる作品に、なぜ金東仁は｢創作｣や｢小説｣の文字をつけたりしたのだろう。もちろん作者としても、自分と周辺の人物を実名で登場させて「女人」という扇情的なタイトルで女性遍歴を語ることは面映ゆかったであろうし、こうした形で少しでも曖昧性を付したいという願望があったと想像することはできる。しかしそれだけではなく、彼にはこの自伝が自分の「創作」した｢小説｣であるという意識があったのではないだろうか。
自伝小説においては、時間と空間が現在の地点から遠ざかるほど、創作の要素が入り込む余地が大きくなる。時間の濾過作用をへた記憶は忘却や思い入れによってねじまげられるし、遠く離れた異国が背景になると、記述の不自然さに対する読者のチェックが甘くなるからだ。おそらく「女人」の読者は、東京が舞台になっている部分に関しては少し不自然な記述があっても、気にとめず受け入れたに違いない。
だが日本人である論者は「女人」の「萬造寺あき子」を読んで、すぐにいくつかの疑問をいだいた。モデルもまだ珍しかった大正時代に
、異性の恩師や友人たちの前で全裸になることのできる女性が本当にいたのだろうか。（今日でもいないと思う）また藤島の門弟というが、石膏像ひとつ模写したことがない若者が、藤島武二のように著名な画家に直接師事することができたのだろうか。そもそも官立の美術学校の教授であり現役の大画家である藤島が、自宅に門弟をあつめて自分の「もてる知識をすべて与え」
る必要があったのだろうか。
こうした疑問を明らかにするために、論者は「女人」を実証的に考察することにした。もちろん｢女人｣の記述に事実でないことが混じっていたとしても、それはこの作品の文学的価値とは何らかかわりのないことである。ただ論者が問題にしたいのは、「自伝」だと作者自身がことわっている作品の中に｢創作｣としか思われない部分が混じっていたとき、それは何を意味するのか、作者のいかなる側面がそのような形で表出されたのか、ということである。
  以下では、｢女人｣の中の日本に関する部分について、その事実性をできるだけ実証的に検証し、もし創作と思われる部分があるなら、それが金東仁において何を意味していたのかを考えてみたい。 

Ａ  「メリー」と「中島芳江」
  1900年陰暦10月に平壌で生まれた金東仁は、1914年（大正３年）春、日本の東京学院中等部に入学した。平壌で小学校が同じだった朱耀翰が宣教師である父親といっしょに先に留学して明治学院で学んでいたので、その後輩になるのが嫌なため東京学院に行ったという。ところが入学した翌年の春に東京学院中学は閉鎖されて、在学生は青山学院と明治学院の中等部にふりわけられることになった。金東仁は明治学院にふりわけられ、結局２年生から朱耀翰の後輩になってしまった。

東京学院は米国バプテストミッションが明治28年に築地居留区内に創立した私立学校で、金東仁が入学したころは牛込区市ヶ谷左内坂にあった。
学校が市ヶ谷の陸軍士官学校の近くにあったので放課後は青山練兵場をまわって買い食いをしながら中渋谷の下宿に帰ったと、金東仁は「文壇30年税 切置」で回想している。休日は浅草に出て帝国館や電気館などの洋画専門の映画館でチャップリンの映画を見たり、仲見世を歩いたりして、異郷生活とはいえそれなりに楽しい少年時代を過ごしたようである。

「女人」の連載第１回「メリー」と第２回「中島芳江」には、金東仁が明治学院に在学していた時期に出合った２人の少女の思い出が語られている。２年生の春に明治学院中等部に編入学した金東仁は、その年の秋になって中渋谷の下宿を引き払い学校近くの白金台町の下宿にうつった。以下は「メリー」の書き出しである。
1915年秋だった。明治学院中学校２年生、16歳の少年金東仁は芝区白金台町のある家に引っ越した。（中略）目黒に行く電車を白金台町で下りて右側、聖心女学院へ行く坂道を半分くらい下って右手にある楼閣のような家が、私が住むことになった下宿だった。
当時の白金台町一帯はまだ新開地で、私の新しい下宿の東側と北側は人家に接していたが、南側は道をはさんで何千坪の空き地があり、西側もやはり三、四百坪の空き地を越えてようやく家があった。

  主人公＜金東仁＞は引っ越してすぐ下宿の隣家に住む金髪の少女メリーを物干し場から見て恋に落ちる。だが知り合うチャンスもないままやがてクリスマスをむかえ、メリー一家は引っ越してしまう。最初は旅行かと思っていたのに、正月休みがすぎてもメリーが帰ってこないため、傷心の彼は春にとうとう病気になる。このころ同じ下宿のＲが近所に住む12，３歳の尋常小学生の少女に恋していて、彼女の友だちの中島芳江を恋人にしろと金東仁に勧める。芳江は＜金東仁＞に対して子供らしい擬似恋愛感情を抱いていた（と彼は思っていた）。Rはやがて恋煩いのために精神に異常をきたし自殺未遂事件を起こす。「1916年７月16日」、芳江の見送りを受けながら夏休み帰省のために主人公が「白金台の停留場」で電車に乗るところで、「女人」の第２回は終わっている。
金允植は『金東仁研究』で、メリー実在の有無にかかわらず、この初恋事件は文学に目をひらこうとしていた金東仁が体験した「幻覚」に過ぎないと書いている
。たしかに、このおさない初恋の話はまるで憧憬が作りあげた夢のような印象をあたえる。金東仁には時おり極端に感傷的な作品が見られるが、「メリー」の書かれた時期にそうした傾向の作品が集中している。「水晶搾却奄」（水晶の鳩）「少女税 葛掘」（少女の歌）「巷走鯵」（虹）などが典型的であり、純情シリーズ――「夫婦愛篇、恋愛篇、友愛篇」もその部類に入れてよいだろう。
「メリー」を書きながら少年の日に自分が生きていた世界をよみがえらせた金東仁は、現在の状況とひきくらべて人生のはかなさを痛感したのだろう。「水晶搾却奄」等の小品にあふれる西洋的な雰囲気は、中学時代の金東仁が読んで夢中になり1925年には一部翻案までした英国小説『エルヰン物語』
に通じるものがある。このころ書かれた短編「宋製」（死）
には「女人」の最後の場面と同じ共同墓地が出てきて、破産した金東仁が貧しさへの恐怖のあまり死を強く意識したことをうかがわせる。極限的な状況におかれた金東仁は、過去に見た少年の夢のセンチメンタルな情感にひたることで現実から逃避し、心理的な慰めを得たのではないだろうか。

  ところで「メリー」と「中島芳江」を読むと、たとえばメリーが拾ってくれた野球の球を＜金東仁＞が捕りそこねて鼻血を出すエピソードのように、多少作り物らしい印象をあたえる部分もあるが、メリーの名前を最初のうちは兄のアーサーと取り違えていた話などは具体的で現実感があるし、芳江についての「朱色の地に唐草もようのハヲリの脇あきにいつも手をつっこんでいる、蒼白で丸くて平べったい顔をした顔の持ち主」
（傍点部分は原文日本語）という描写には、いかにも大正時代の尋常小学生らしいリアリティが感じられる。とりわけ具体的なのは、下宿周辺の地理に関する記述である。そこで論者は記述の正確さを確認するために現地を調査してみた。

金東仁が白銀台に住んだ大正4年（1915）の地図によってこの下宿の位置を推定したかったのだが、残念ながらその年の地図が入手できず、すこし時代は下がるが大正10年と昭和５年の地図、それに現在の住宅地図をもって現地を調査してみた。（別図参照）古い地図によれば、旧「白金台町」には１丁目と２丁目があり、電車通り（現在の目黒通り）にそって長く伸びていた。現在はこの２つの町は合併されて白金台４丁目に町名変更されている。「目黒に行く電車を白金台で下りて」とある「白金台」とは、旧１丁目と２丁目の境にあった日吉坂上停留場だと思われる。ここは「1916年７月16日」に中島芳江に見送られて夏休みの帰省のために電車に乗った停留場でもある。
この旧白金台町の停留場付近で「聖心女学院方面に下る坂道」に該当しそうな道を探してみたところ、停留場があった辺にそれらしい坂道があった。大正・昭和の地図を見ると、この坂道に入る角には郵便局がある。第１回目の調査時には同じ場所の反対角に、今は使われなくなった郵便局の建物が残っていた。
電車通りを越えると桑原坂という長い坂があり、その先に明治学院があるから通学には便利だったはずだ。
この坂道を聖心女学院に向かって下ってみたところ、道の左手には国立公衆衛生院の大きな建物がそびえていて、その後ろに東京大学医科学研究所があった。古い地図では、この場所は帝国大学伝染病研究所の広大な敷地になっている。「道をはさんで南側の何千坪の空き地」はこの敷地に該当することになる。
以上の推定をもとにして、現地を歩きながら、金東仁が明治学院に通っていた大正４年から５年当時のそのあたりの様子を再構成してみた。
目黒方面行きの路面電車を日吉坂上で下車して右の角をまがり、聖心女学院の方に坂を下りてゆくと、右手に木造の高い建物がある。それが金東仁の下宿だ。その辺はまだ新開地で、下宿の向かいも西隣りも空き地になっている。西隣りの３、４百坪の空き地の向こうには洋風に改築された日本家屋が見えるが、それがメリーの家である。下宿の前の何千坪もある大きな空き地（伝染病研究所の敷地）で、金東仁少年はときどき野球をして遊ぶ。金東仁の部屋は下宿の二階でこの坂道に面していて、部屋の西側には廊下をはさんで物干し場がついている。そこに立つと西隣りの洋風の家の窓が見えるので、夜になると金東仁はメリーをこっそりと望遠鏡でながめる。昼は、たまに下宿の前を通って電車道へ出ていくメリーを下宿の部屋の窓からのぞき見したりする。下宿を出て左に坂をのぼれば電車通りに出るが、反対に聖心女学院の方へ下ってメリーの家の前を通りすぎると、まもなく中島芳江の大きな家がある。近所の少女たちはいつもこの下宿の前の路上で遊んでいる。ときに金東仁少年も彼女たちにまじって遊ぶことがある。
「メリー」と「中島芳江」のテキストから地理に関する部分を抜き出して現地調査した結果、少なくとも下宿やメリーと中島芳江の家に関する情報は正確だという感触をもった。金東仁は自分の住んでいた下宿やその周辺のことを「女人」にそのまま書いたようである。ミッション系の学校である明治学院や聖心女学院の関係であろうか、現在でもこの付近には西洋人と思われる表札が散見された。「メリー」や「中島芳江」その他の少女の名前が実名かどうかはわからないが、幼い日のけがれなき思い出であり、遠い日本のそれもかなり以前の事を書くのだから、遠慮する必要はなかったであろう。
金東仁はこの下宿で２回正月を迎え、1917年春の父の死を契機に帰国した。1915年の秋にこの下宿に引っ越してから、足かけ３年をこの下宿ですごしたわけである。
明治学院では朱耀翰のように優秀で目立つ学生ではなかったようだが
、朱耀翰への対抗意識から読みはじめた小説に没頭して文学に目覚め、また初めての恋を経験した明治学院中等部時代は、結局、金東仁にとって最後の学窓生活となったのである。
B　「萬造寺あき子」
１．金東仁の東京時代
  金東仁の東京時代は２期に区分される。第１期はいままで述べてきた1914年から1917年までの3年間で、東京学院と明治学院での学窓時代である。1917年の春に父の急死で帰国した金東仁は、明治学院中等部3年生の課程を終えることができなかったようだ。3年生の成績表を見ると金東仁の欄には学年成績が記入されていない。
これは本人が３学期の試験の前に帰国してしまい、成績が出せなかったためと思われる。したがって金東仁の正式な学歴は明治学院中等部3学年中途退学ということになる。明治学院の卒業生名簿に金東仁という名前が見当たらないのは、卒業していないからであろう。

帰国した金東仁は、翌1918年の陰暦4月8日、平壌で結婚した。
18歳だから早婚の風習が残っていた当時としては特に早くない年齢である。その年の秋、彼は妻を平壌においてふたたび来日し、次の年の3月に母からの偽電報で帰国した。東京で政治集会に参加して拘留され、新聞に名前が載ったため、驚いた母が呼び戻したのだという。
このあと平壌で３・１運動の檄文を書いて拘束された金東仁は、出獄後の７月にもう一度東京に来たあと本格的に帰国している。獄中でも東京から心が離れていなかったらしいこの期間をふくめると、金東仁の東京時代の第２期は1918年秋から1919年夏までの１年弱ということになる。
この時期に金東仁は留学生仲間の朱耀翰や田栄沢とともに、朝鮮近代で最初の文芸同人誌『創造』を創刊した。先述したように、「朝鮮近代小説考」において『創造』をみずから高く評価した金東仁は、その後、雑誌創刊のいきさつを繰り返し回顧している。創刊の経緯を輝かしく描いているこれらの回想録が金東仁の第２期東京時代の公式記録とするなら、「女人」第３回「萬造寺あき子」は、同じ時期の彼の個人生活の記録といえるだろう。ここで語られていることがらは、現在までとくに検証されないまま事実として受けいれられてきた。
しかし先に述べたように、その内容には疑問をいだかせるいくつかの点がある。本章では「萬造寺あき子」の内容を実証的に考察してみたい。
２．あらまし
まず、あらましを紹介する。｢萬造寺あき子｣は次のように書き出されている。
1918年、その時私は父を失うことと結婚という人生の大きな二つの事件を経たあとだった。その年の秋に私は再び東京へ行った。
19歳で、少年期からようやく青年期に入ったこの青二才は、心の中を芸術へのあこがれと文学欲でいっぱいにして、ふたたび自分を学窓に見出そうと、各学校の規則書を机上にひろげて選んでいた。そして入学願書を川 eq \o(\s\up 11(ママ),幡)画学校に出した。
だが学校に行くのは容易でなかった。それでその代わりにＦ画伯のところに美学に関する講述を聞きに通った。日本洋画壇の重鎮Ｆ画伯は後進をみちびくために何人かの門弟をおいて、自分の持てるすべての知識を門弟に伝えようとしていた。私もその門弟の一人になった。

主人公はそこで同じく門弟である萬造寺あき子を知る。議論好きな彼女はある日Ｆ画伯に対して自分は美人かという奇想天外な質問を発する。
ある日画伯が『単純美』と『構成美』について講述しているときのことだった。あき子が突然顔を真っ赤に上気させて、先生に要求した。
「先生、みんな私のことを美人だって言います。だけど私の顔から『表情』というものがなくなっても、私はまだ美人でしょうか」
「お転婆め、静かにしたまえ」
「鑑定して下さい」
「おとなしくしていなさい」
「イヤです。鑑定して下さい」
駄々をこねようとする子供みたいに彼女の目がへんに歪み、涙があふれた。
「表情があったって君は美人じゃない」
画伯はとうとう笑いながらこう断を下した。あき子もこの返事を聞いてようやく満足したようにハハハと笑って口をとじた。
だが講述が終わって各自が帰ろうとしているときだった。
「ふーん！先生は私のことを美人じゃないんだって」
帰り支度をしていた彼女は、画伯が帰ろうとするのを見て、画伯まで聞こえるようにこんな嫌みを言った。帰ろうとしていた画伯は足をとめ、ふりかえって笑った。あき子もふふっと笑った。

このことがあって以来＜金東仁＞はあき子に興味を抱くようになり、ある晩神田の本屋街で偶然出合って誘われたことから、彼女と深くつきあうようになる。しかし、その関係は愛と憎悪が入れ替わりに噴出する異常なものだった。つきあい始めて３ヶ月たった1919年２月末のある日、F画伯の家に行くとモデルが風邪をひいてあらわれず、学生たちが騒ぎはじめる。その時、あき子が飛び出す。
わたしモデルになるわ、と言ったかと思うと、衣服をさっさと脱ぎすてモデル台の上にあがった。みんな呆然とした。筆をとろうとする者はなかった。Ｆ画伯もあんまり驚いたのか、言葉もなくモデル台を見つめるだけだった。

　あき子のエキセントリックな性格を知っている＜金東仁＞だけは驚かず、「よい豚だ。ハムを作ったらおいしかろう」
と嫌みを言う。その言葉に怒ったあき子が口にした「朝鮮人！山猿！」(原文のまま)という「民族的侮辱」に逆上した彼はあき子を突き飛ばし、「朝鮮人をやっつけろ、ぶちのめせ」
という声を背にしてその家を飛び出す。
３月に帰国して出版法違反で収監されたものの、獄中でもあき子の「豊満な肉体」が忘れられない＜金東仁＞は出獄するとすぐに東京に舞い戻り、東京中の郵便局と派出所をまわって、ついに彼女を探しだす。
しかし探すには探したが、探しだせないのと同じことだった。
「あなたは朝鮮人でしょう。私は日本人です」
冷たいこの一言だけだった。
私はその日の夜汽車で帰国した。

その後、1925年の夏、平壌で新婚旅行中のあき子とばったり出合ったのが、彼女を見た最後であった。

以上、長くなったが「萬造寺あき子」のあらましを紹介した。それでは次にテキストにある具体的な名前をもとに、内容の事実性を検討してみよう。
３. 川端画学校
  テキストによれば、＜金東仁＞は「入学願書を川 eq \o(\s\up 11(ママ),幡)画学校に出した」が「学校に行くのが容易でな」いので「その代わりにＦ画伯のところに美学に関する講述を聞きに通った」、つまり入学願書は出したけれども、何らかの事情で学校には行かなかったわけである。それにもかかわらず、金東仁研究書の中には金東仁が川端画学校に通ったとか卒業したとしているものがある。これは、金東仁自身が他の回想録でそのように語っていることによると思われる。金東仁は「女人」ではじめて川端画学校の名前を出して以来、いくつかの回想録でこの学校のことを語っている。
　当時川幡画学校に籍をおいて藤島氏の門下で美学に関する常識を求めようと通っていた余は･･･（「文壇15年裏面史」1934）

　わたしは人に劣らず絵が好きで川幡画学校まで卒業したが、絵は何枚も描いたことがなく、とうとう専攻以外の文学の道に進んでしまったのである。（「蟹税 文壇20年回顧記」1934）

大正７年当時は、耀翰は第一高等学校一年生で、余は川幡画学校という私立学校の初年級だった。（「朝鮮文学税 黎明―『創造』回顧」1938）
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（傍点引用者）
「女人」をふくめた４つのテキストすべてにおいて、漢字表記された学校名の「端」の字が「幡」になっているのは、単なる誤植とは思われない。おそらく金東仁自身がこのように勘違いしていたのだろう。「蟹税文壇20年回顧記」には川端学校を「卒業した」とあるが、先述したように金東仁は1919年に帰国しているので、これはありえないことである。そもそも川端画学校とはどんな学校だったのか。ここでこの学校について少し詳しく見ておくことにする。
川端画学校は、日本画家の川端玉章が日本画家養成を目的として、明治42年（1909）、「東京都小石川区下富坂町１９番地」に設立した私立美術学校である。大正２年(1913)に玉章が亡くなると相続人の川端虎三郎が後を引き継ぎ、校名を私立川端絵画研究所と改称して洋画科を新設した。したがって金東仁が入学願書を出した学校の正式名称は「川端絵画研究所」である。だが、当時の学校案内や美術年鑑では「川端画学校」の名称を使いつづけている。こちらの方が有名で通りがよかったのだろう。洋画科の指導には、川端玉章を日本画修行時代の恩師とする藤島武二があたった。この学校は大正末には生徒数228名、教員数９名をかぞえて定員・教員の規模において東京ではもっとも充実した私立美術学校となり、有力な画家を輩出させたというが、現在は存続していない。

明治42年の開学時の学校規則によれば（この時にはまだ日本画科しかない）、この学校には予科･本科･研究科の３科があった。予科は随時入学可、授業の内容は模写･写生など実技のみで、予科を修了すると本科に進んで５年間修学し、その後も学校に残りたい者は研究科に入った。本科には予科修了者のほかに「試験ノ上予科修了者ト同等以上ノ技術学力アリト認メラレタル者」も入学が認められ、本科に入ると１年次には実技のほかに絵画史や審美学などの講義があった。また本科は毎年９月に新学期がはじまる３学期制をとっていた。
大正15年の「東京学校案内」
を見ると、日本画科の入学資格は高等小学校卒業以上、洋画科の方は中学３年修了程度となっている。明治学院中学に３年３学期まで在学した金東仁にはかろうじて洋画科への入学資格があったわけである。洋画科の学費は４週間４円だった。この学校が男女共学であったのかどうか、はっきりしない。開学時の学校規則では入学資格者が「高等小学校卒業ノ男女」となっているが、昭和12年の「学校案内」
では、川端画学校は「男の部」に分類されている。
金東仁が入学願書を提出したころの、洋画科の授業内容がどんなものだったかは不明である。だが、もし洋画科も日本画科と同じく予科・本科・研究科に分かれていたとすると、中学の図画の授業以外には特に絵の勉強をした形跡のない金東仁は、試験のある本科ではなく予科に入るしかなかったはずだ。そして予科の授業は実技のみという可能性が高い。実際にどんな授業が行なわれていたのかをうかがい知るために、少し時代は下るが昭和６年にこの学校に入学したある画家が回想した授業風景を見てみよう。
その頃、藤島先生は上野の東京美術学校の教授のかたわら、川端画学校の洋画科の指導者であった。わたしは受験の予備校でもあるその川端画学校に学んだが、当時も近頃のように美校油画科の入試は競争が激しく、この川端画学校も押すな押すなの賑わいで、試験真近ともなると、広い教室に熱気をおびた一種凄愴な空気がこもっていて、大勢の受験生がいる静かな教室に、ただ木炭紙の上を走る木炭の音だけがきこえるくらいであった。
　
昭和６年当時の川端画学校は、東京美術学校をめざすものの予備校的存在であったことがわかる。その事情が、金東仁が在学していた13年前にはどうであったのかはわからない。だが藤島という指導者が変わっていない以上、授業の性格は基本的にはそれほど変わっていないと見てよいだろう。それゆえ「川幡画学校を卒業」しながら「絵は何枚も描いたことがない」という「文壇20年回顧記」の記述には無理があることになる。
川端画学校は、「中学３年修了程度」の学歴をもつものなら誰でも随時入学が可能な各種学校であったが、美校受験や画家への道などの明確な目的がなくては学びつづけることが難しい学校であり、なによりも実際に絵を画く場所であった。おそらく金東仁は入学願書を出してすぐにこのことに気がつき、学校に通うのを断念したのだろう。
４．藤島武二
「女人」の主人公は入学願書を出した川端画学校には行かず、「その代わりに」Ｆ画伯の門弟となり、美学に対する講述を聞くために通ったと、テキストにはある。
日本洋画壇の重鎮Ｆ画伯は後進を導くために何人かの門弟をおいて自分の持ているすべての知識をその門弟に伝えようとしていた。わたしもその門弟の一人になった。
だがわたしの目的とするところはけっして絵を学ぼうということではなかった。美学についての普遍的知識と絵に関する概念を得ること――これがわたしの目的だった。それゆえこの立派な門弟は石膏像ひとつ模写したことがなかった。

 「Ｆ画伯」が誰なのかは｢女人｣だけではわからないが、先に引用したように金東仁は、1934年の「文壇15年裏面史」で「当時川幡学校に籍をおいて藤島氏の門下で美学にかんする常識を求めようと通っていた余は･･･」と書いて、Ｆ画伯が藤島武二であることを明らかにしている。そのため、金東仁が藤島の門下生であったことは、これまで多くの金東仁研究において事実として扱われてきた。だが「萬造寺あき子」に描かれた藤島像は、日本近代洋画壇の重要人物である藤島のイメージにそぐわないところがある。
藤島のプロフィールを簡単に紹介する。
藤島武二（1867～1943）は慶応３年に鹿児島で生まれた。18歳で日本画家川端玉章の門に入り玉堂と号したが、のちに洋画に転じ、明治29年(1896)、東京美術学校に西洋画科が新設されると、黒田清輝に抜擢されて同校助教授に就任。明治30年代には浪漫派詩人たちと交友して文芸雑誌『明星』の表紙やカットを描くなど、浪漫的・装飾的な作風によって画名を高めた。４年間の西欧留学から帰朝した明治43年(1910)には同校教授に昇任し、制作と後進指導の両面で活躍した。

近代日本の洋画壇において、半世紀にわたってまさに「重鎮」として君臨した藤島武二が、絵筆を持つ気のない金東仁や突飛な行動をとる萬造寺あき子などの門弟をおいて「自分の持てるすべての知識を伝えようと」したのだろうか。まず「女人」の記述と藤島の年譜とを照らし合わせることで、その可能性の有無をさぐってみよう。
三重県津の中学校教師として赴任していた藤島武二は、明治29年(1896)、30歳で黒田清輝の推薦を受け、新設の東京美術学校西洋画科助教授に任命された。同年、黒田が中心となって白馬会が結成され、明治の画壇に外光派（紫派）の画風をまきおこす。藤島は黒田の薫陶を受けながら制作にはげむがやがて浪漫的装飾的な作風に転じ、文壇とも交わって文芸誌の表紙や挿絵などを描くようになる。
藤島が私塾に門下生をおいたのは、明治37年（1904）で渡欧も間近かなころである。本郷区駒込曙町13番地（自宅は12番地）のアトリエに設けた私塾藤島洋画研究所では有島生馬、高村光太郎、岡本一平、安宅安五郎などが学んだ。
この年の11月に藤島は文部省から派遣されて渡欧する。
有島生馬は、このとき聞き書きした藤島の言葉をのちに「藤島先生語抄」という題でまとめている。その前書きによれば、藤島洋画研究所は縁故者しか受け入れなかったようである。
私が曙町にあった藤島武二先生の研究所に入門したのは、東京外国語学校の卒業式が終ったその日のことであった。あらかじめ一高の岩元禎先生の紹介によってその事が許されていたのである。先生とこの人とは同郷であり、親密な竹馬の友であった。また当時私共の仲間――志賀直哉や、田村寛貞――などにある影響を与えていた哲人だった。
わたしはそれから一年間先生の私塾で寝泊まりまでさせて頂きながら、翌年五月まで温かい薫陶を受け、横浜港からイタリア留学の途に上った。

明治43年（1910）に帰国して美校の教授に昇任した藤島は、２年後に同僚の岡田三郎助とともに自宅近くの本郷春木町に本郷洋画研究所を設立する。だが翌大正２年(1913)川端画学校に洋画科が新設されると、この研究所は岡田にまかせてもっぱら川端画学校の指導にあたった。
この年の末、藤島ははじめて朝鮮を旅行している。彼はその大陸的な風景や色彩の鮮やかなことに感銘を受け、その印象をある雑誌で「朝鮮観光所感」と題して語っている。
朝鮮人の芸術的才能を賞賛するこの記事を金東仁が読んだ可能性は高いと思われる。
同じ1913年の文展（文部省美術展覧会）開催中に、有名な洋画部の二科設立運動が起きている。これは、官展の硬直化した審査方針にあきたらない新進の帰朝画家たちが、作風の違いによって洋画部を第一科と第二科に分けるよう主張したもので、藤島もこれに同調した。しかし主張は受けいれられず、運動は二科会の設立、文展からの分離独立へと進む。藤島は若手と黒田清輝ら文展審査員とのあいだに立って苦しんだが、けっきょく文展にもどり、翌年からはその審査員になった。文展は大正８年(1919)に廃止されて帝展（帝国美術院美術展覧会）に変わる。藤島はひきつづき審査員をつとめながら、文展・帝展の時期を通じて着実に作品を出品している。
大正７年（1918）には、藤島が奉職している東京美術学校の西洋画科で、大きな制度改革がおこなわれた。教室に１人の主任教授をおいて生徒が自分の学びたい教室を選ぶという、いわゆる教室制度の開始である。この改革は教育の方針を指導者本位とし、個人的薫化に重きをおくことを目的としていた。新制度は大正７年９月の新学期から実施され、美校の３、４年生は岡田三郎助教室と和田英作教室、藤島武二教室のうちどれかを選択することになった。藤島教室には、藤島の作風や風貌にあこがれた希望者が多くあつまり、受け入れの可否を実技試験で決めたという。

以上の年譜的事実を総合して考えると、大正７年の秋から８年にかけて金東仁が藤島の門弟として彼の家に出入りした可能性は非常に低いと見なければならない。この時期の藤島武二は東京美術学校のほかに川端画学校でも学生を指導し、文部省美術審査委員会委員として文展の審査にあたりながら自らの作品制作に打ち込むという精力的な生活を送っていた。とりわけ大正７年から美術学校ではじまった教室制度は、学生指導のために教師の個人的な感化力を制度的に組み込んだものであり、門弟をわざわざ自分の家に集める必要もまた余裕も、そのころの藤島にはなかったと思われる。
  ところで、このような年譜的事実とは別に、「萬造寺あき子」に記述された内容の信憑性を疑わせるものがある。それはテキストに描かれた藤島の人間像と彼の指導法だ。藤島の指導を受けた弟子の何人かは、恩師を回想した文章を残しているが、それが｢萬造寺あき子｣の中の藤島像とはかなり違っているのである。藤島の授業風景を回想した文章を２つあげてみよう。
藤島先生は旅行中は別としても、火曜日と金曜日には教室をまわられるのであった。その日には何となく緊張して早くから登校したが、先生が下級クラスから順に見て来られる前から室内は静まり返っていたように思われた。堂々たる体躯の偉丈夫であったその眼光は鋭く、ぐっと見つめられると私達学生はその威光に身が萎縮する感じでもあった。筆をきれいに洗い、パレットもよく磨いていなければ絵を見て貰えないのである。やっと自分の絵の前に座ってもらえても、余計な言葉もなくじっと絵を見て一言「デッサンが悪い」である。そして手直しをしてもらえる時は一番太い筆を取り上げられてぐいぐいと直されてしまい、もとの自分の絵の面影は全部なくなるのであった。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　先生は週２回私達のクラスに来られた。当日も一人の裸婦を囲って描いていたが、殆ど完成に近い日であった。今日こそ先生が何と言われるかが私達の期待であった。やがてドアが開かれ、先生が私の仕事の前に座られた。モデルの丁度前方の低い椅子だった。しばらくモデルと画を比べながら頭を上に下に動かして居られたが、この時一声「デッサンが無い」と言われた。また隣りの低い椅子にかけられてまた「デッサンが無い」と言われた。その次の席も、また次の席も、「デッサンが無い」と言い続けられ、その他の事は何一つ言われず、その後ドアを開けられしばらく先生の靴の音が長い廊下に続いていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
藤島が弟子たちにとってどれほど畏敬の対象であったか伝わってくるような文章である。何よりも注目すべき点は、藤島の指導がつねに実際の創作を通しておこなわれたということであって、これは弟子たち全員の回想に共通している。後者の回想の著者は｢デッサンが悪い｣と言われたときのことを、「剣道の師に弟子がエイと力いっぱい打ち下ろした瞬間、カチンと一打ち眼にも見へぬ早さではね返された」
ようだったと書いている。こうした真剣勝負のような指導を通して藤島は言葉では伝えられないものを弟子に伝えたのである。
評論家の匠秀夫は藤島を「絵画のアーティザン」
と評している。アーティストよりはアーティザン気質であったという藤島には芸術論などの著作はない。彼が画室で話した言葉を弟子が書きとめたものや雑誌の談話記事をまとめたものが、彼の絵画論を伝える主なものである。弟子たちの回想によれば、藤島は理屈めいたことを口にするのは嫌いで、手紙を書くのすら嫌がり、読書の時間も極めて少なかったという。
藤島は決して美学を論ずるタイプの教育者ではなかった。｢美学の普遍的知識と絵に関する概念を得る｣ために藤島のもとに通ったという「女人」の記述は、このような藤島の実像と照らし合わせてみると信憑性に欠ける。
  以上、第一に藤島の年譜的事実、第二に弟子たちの回想による藤島の人間像と指導方法を、｢女人｣の記述と比較照合してみた。その結果、金東仁が藤島武二に師事したという｢女人｣の記述が事実である可能性はきわめて低いことが判明した。もちろん完璧な証明が不可能である以上、事実でないと断言することはできないが、その可能性はほぼないであろうと論者は考えている。それならば金東仁はなぜ自分を藤島の門弟に擬したのだろうか。だが、この点については本論文の最後で検討することにして、つぎにまず「あき子」という女性について考察することにしたい。
５．あき子
金東仁が藤島武二の門弟ではなかったとするならば、藤島の門弟萬造寺あき子は存在しなかったことになる。あき子が自分は美人かどうか鑑定せよと藤島にせまった話や、モデルの代わりにヌードになった話は、すべて金東仁の創作だったことになる。それではそこにあらわれたあき子の姿は金東仁にとって何を意味していたのか、この点について考えてみたい。
 あき子は次のように描写されている。
目が大きく光彩があり、頬に肉がたっぷりしていて、際立って先のとがった指の先にはひどくきらきらするピンクの爪がついており、いつも赤い色のたくさん入った衣服を好んで身につけ、赤いリボンをして、赤い靴を履いていた。
（傍点部分の原文は「進」）
この文章は具体的なようでいて、かなり曖昧である。ピンクの爪は自然色なのかワニスなのか
、「衣服」（進）とは着物なのか洋服なのか明示されておらず、読者の判断にまかされている。昭和5年（1930）の当時の読者はこの描写から、最新流行のモダンガールを思い浮かべたのではないだろうか。｢女人｣第１回には、タイトルの上に帽子をかぶったモダンガールらしい女性のカットがついている。
　だが実際には「萬造寺あき子」の時代背景である大正7年（1918）に洋装は非常にまれだった。
金東仁は｢金妍實傳｣(1939)の中で、同じ時代に東京に留学して音楽学校に通っていた金妍實の格好を、｢紫の袴と派手な振り袖、うなじに蝶むすびにしたリボン、細い靴｣
と、はっきり着物姿で描いている。それがこの時期の「先駆女」
の姿であった。｢女人｣が書かれたのは「金妍實傳」より10年も前だから、金東仁の記憶が薄れていたはずはない。金東仁はわざと曖昧な描き方をすることで、読者が勝手にモダンガールを連想することを期待したとも考えられる。時代考証に忠実ならば、あき子が着ているのは着物になる。しかし哲学者のように理論好きで、雀のようにおしゃべりで、師に対して天真爛漫に自分の顔を鑑定せよと迫る女性には洋装が似つかわしいし、ぽんぽんと脱ぎすてられるのもやはり洋服がふさわしい。金東仁は読者の錯覚を利用して、大正7年に昭和のモダンガールを登場させたのではないか。師や友人の前でヌードになるという常識をこえた事件をひきおこすあき子の人物設定にあたって、彼女に時代をとびこえさせたのだと想像されるのだ。
それでは金東仁はなぜそんな人物を創造したのだろうか。

あき子を実在人物として受け取った金允植は、金東仁が彼女によって二つのものに出合ったとしている。第一に金東仁はあき子によって「日本」と出合った。彼には友といえる日本人がいなかったからだ。第二に彼は「破格の日本人」である彼女を通して「人間」と出合った。なぜなら彼女のような破格の人間でなくては突破できないほど金東仁のエゴの壁が厚かったからだという。

あき子が実在の人間ではなく金東仁の創造した人物であることがほぼ明らかになったいま、われわれは逆に、あき子がこの２つとの出合いを求める金東仁の心の投影であったと考えることができるように思う。金東仁はある文章の中で、5,6年間も東京に留学しながらほとんどの朝鮮人はその地の家庭について知る機会をもたないと書いている。
彼自身の経験から来た言葉なのだろう。日本人の友人をもたず「日本」に出合ったという実感をもてないまま東京時代を過ごしてしまった金東仁が、あき子を通して「日本」との出合いを創作したということは考えられる。つぎに、傲慢を自認する金東仁にとって他人とつきあうのが難しかったことは容易に想像される。「X氏」という小品の中で金東仁は、自己の優位性に異常にこだわって、毎日道ですれちがう男と一人芝居で競ったあげくついに自殺してしまう男の話を書いている。この作品は、作者自身がエゴの愚かしさをもてあましていたことを感じさせる。他人を見下す傲慢な態度をとりつづけた金東仁の内部には、エゴの壁を突き破って「他人」と出合いたいという思いがあり、それがあき子のような「破格」の人物を創りあげることにつながったのではないだろうか。あき子像をこのような出合いを求める金東仁の心の投影として捉えることは、十分に可能である。
ところで金允植は、あき子はまた「東京」を象徴する存在でもあったと書いている。植民地から来たすべての留学生にとって、「東京」は恋しさと憎さの両面をもつ都市だった。モデル台に立ってウィンクしている全裸のあき子という圧倒的なイメージは、まさに金東仁にとっての｢東京｣のイメージだったと金允植は主張する
。
これらの指摘、とりわけあき子がエゴの壁を突きやぶって金東仁と出合った「他者」であり、惹きつけられつつ憎まないではいられない都市｢東京｣を象徴する存在であったという鋭い指摘に、論者も同感する。あき子の目くばせ一つで引き寄せられるようにフラフラとついていく「女人」の主人公が彼女に対して見せる嫌悪感には、「他者」との出合いを渇望する傲慢な青年が抱いたであろう自らが客体化されることへの恐れ、そして植民地の青年が映画や博覧会などの文化にあふれた都市に魅了されつつ感じたであろうメトロポリスへの反発が、同時に表われている。
主人公はあき子を「豊満な肉体」という冷笑的な形容によって客体化しようとしているが、あき子の魅力は肉体的なものだけではなく、エゴの壁を突きやぶって一気に彼と向き合ってくれる人格の魅力、彼に他者との出合いと自己解放ともたらす｢人間的魅力｣
であった。だが作者があき子を描く筆の先には、植民地から来た青年が「東京」であじわった疎外感と屈辱感がにじみ出す。二人が偶然出会った夜、あき子は彼に「あなた朝鮮人でせう？ 変ぢやないの？｣（原文のまま）と話しかけ、ヌード事件のときは「朝鮮人！山猿！」（原文のまま）と叫んで逆上させた。そして最後は、ようやくの思いで彼女をさがしあてた彼に対して、「あなたは朝鮮人でしょう。私は日本人です」（原文朝鮮語）と冷酷に言い渡している。あき子は主人公を誘惑し「他者」として出合いながらも結局は民族をたてに彼を拒否する存在として描かれ、一方主人公は民族的自尊心を傷つけられてもやはり彼女を憎むことができない存在として描かれている。

あき子の特性として強調される「豊満な肉体」という言葉は、「東京」に対する金東仁の心情を代弁している。金東仁にとって｢豊満な肉体｣はマイナスのイメージをともなう言葉である。｢変態性欲｣（1927）という随筆の中で彼は、女性の裸体は｢心を惹くもの｣ではあるが、｢心を惹くもの｣は必ずしも｢美｣ではない、裸体が美しく見えるのは性欲（それを彼は変態性欲とよぶ）のなせるわざであって、ありのままに見れば女体は｢美｣どころか「毛を剃った太った豚」だと罵倒している。
「よい豚だ。ハムを作ったらおいしかろう」とあき子の裸を冷笑しながら、獄中ではその体を思い出して性的衝動に身をふるわせ、出獄するとすぐ東京にもどる主人公＜金東仁＞を描きながら、金東仁は、この男は｢変態性欲｣にとらわれていると考えていたことだろう。その性欲は「他者」との出合いを切望しながら嫌悪する＜アンビヴァレンス＞であると同時に、メトロポリス「東京」への＜アンビヴァレンス＞でもある。あき子から「あなたは朝鮮人、私は日本人」と言われてその日のうちに東京から去ってゆく主人公を描くことによって、金東仁は自分の中に残る「東京」への未練を断ち切ろうとしたのではないだろうか。帰国後も毎年やっていた豪勢な「東京散歩」
も、破産した彼の身の上では夢となってしまった。あき子に捨てられる自らの分身を描くことで、金東仁は自分が青春時代を過ごした「東京」の思い出を葬ったと思われるのだ。
ところで、あき子のモデルとなるような女性が現実にいたのだろうか。それとも彼女は金東仁が100パーセント創作した人物なのだろうか。3・1運動で投獄された金東仁が出獄後すぐに東京へ行ったことは事実のようだが
、それ以上の推測は不可能である。ただ、当時の画壇や出版の状況を知るために資料を調べている過程で、あき子という女性を創作するにあたって金東仁が多少は影響を受けたかもしれない作品が一つ見つかった。1927年（金東仁が破産をし妻にも逃げられた年である）5月から『都新聞』に連載された竹久夢二の自伝小説「出帆」
である。主人公が妻と別れて二人の子とさびしく暮らしていたり、画室のアイドルであり藤島武二に可愛がられたモデルや、焼きブタを連想させる「赤い女」が登場するなど、｢女人｣との共通点がいくつかある。ただしこれはあくまでも推測である。今後の課題にしておきたい。
３／金東仁と藤島武二
 なぜ金東仁は自分を「藤島の弟子」に擬したのだろうか。最後に、本章において、その理由を考えてみたい。
  大正7年（1918）の秋、新婚の妻を故国に残して東京にやってきた金東仁は「心の中を芸術へのあこがれと文学欲でいっぱいにして、ふたたび自らを学窓に見出そうと、各学校の規則書を机上にひろげて選ん」だとある。彼の心を占めていたのが「文学欲」のまえに「芸術へのあこがれ」であったことに、大正の文化的風潮を感じることができる。大正3,4年から大正7,8年にかけて、日本の文壇では白樺派が全盛期であった。周知のとおり白樺派は西洋美術に傾倒して、その雑誌『白樺』には毎回美術作品の写真を掲載していた。金東仁が日本に留学したのは大正3年であるから、こうした雰囲気の中で文学に目覚めた彼が「文学と美術の同質性」
を意識することになったのはごく自然のなりゆきだったと想像される。
ふたたび学生になろうとした金東仁が、明治学院などの中学校ではなくて各種学校である画学校に行こうと思いたったのは、大正時代のこうした雰囲気と無関係ではなかったはずだ。彼はまた窮屈な学校生活よりも自由で芸術的な空気を期待したのだろう。そして「机上にひろげた規則書」の中から川端画学校を選びだしたのは、そこに教授として藤島武二の名前があったためだと思われる。金東仁が藤島の名前に惹かれた理由はいくつか考えられる。第一に、彼は文芸誌『明星』の表紙や挿絵を描いて文壇と交流したことで知られた画家であった。第二に、金東仁が日本に来る少し前に藤島は朝鮮を旅行し、かの地の風光と人々の芸術的才能を賞賛する紀行文を書いている。金東仁がこの文章を読んだ可能性は高い。第三に、金允植が言うように、洋画壇の重鎮である＜藤島の弟子＞になることで、詩人の＜川路柳紅の弟子＞であったライバル朱耀翰との「心理的均衡感覚」
を得たかったことも考えられる。
だがこの他に考えられる理由として、金東仁が藤島の絵画論に関心を持っていたことがあげられるだろう。それは「女人」のテキストからうかがうことができる。以下はあき子が藤島に自分の顔を鑑定するよう迫る場面である。
ある日画伯が「単純美」と「構成美」について講述しているときのことだった。あき子が突然顔を真っ赤に上気させて、先生に要求した。
「先生、みんな私のことを美人だって言います。だけど私の顔から『表情』というものがなくなっても、私はまだ美人でしょうか」

「単純美」「構成美」「表情」という、いかにも画室らしい雰囲気を漂わせる言葉が飛び交っている。
すでに述べたように、藤島は理論家タイプではなく、どちらかというと職人タイプの画家であった。画室で弟子たちを指導するときも多くを語らず、しかし一つのことを徹底的に繰り返すという指導法をとっていたようである。先に引用した授業風景で藤島は「デッサンがない」という言葉を繰り返しているが、藤島にはそんな風につねに主張するいくつかの言葉があった。「 eq \o(\s\up 11(サンプリシテ),単純化)」もその一つである。
絵画芸術では eq \o(\s\up 11(サンプリシテ),単純化)ということは最も大事なことと信ずる。複雑なものを簡約する。如何なる複雑性をも、もつれた糸をほぐすように画家の力で単純化するということが画面構成の第一義としなければならない。

これは藤島の回顧録の一節だが、藤島に関する評論には必ずと言っていいほど引用される有名な言葉である。当時としては、ヨーロッパで新しい絵画に接してきた藤島ならではの言葉であった。
「女人」の中で藤島が講述したという「単純美」は、この「 eq \o(\s\up 11(サンプリシテ),単純化)」によって得られる美しさのことをいうのだと思われる。それでは「構成美」とは何か。藤島は次のような言葉も残している。
画面を構成するにはいろいろの約束がある。余りに自然に忠実に奴隷的にそのまま描いたところで、絵としての効果は大きいとは私は考えない。で自ら写実以外に、時には明暗の置所を変え、構図の上から必要に応じては、その点景人物の位置をも全然変えてしまう。全く自然から離れるのではないが、たとえば山中に一本の立樹を配するにしても、左にある木を右に持ってくるほどの位置顛倒があっても一向差支えないばかりか、その構図を纏める上には飽くまで自由でなければならない。画面を構成する線や色は、それが出来上がった時に価値を生むものであって、自然に余りに克明な奴隷であっても、そう画面効果を高めるものとは思わない。

画家が目の前の物体を画布に写すとき、線や色の価値を最大限に生かすために、画面の中で被写体の位置や明暗を自由に構成してよいということである。これは要するに「複雑なものを簡約する」 eq \o(\s\up 11(サンプリシテ),単純化)を、制作の実際に即して具体的に述べたものと解してよいだろう。「構成美」とは、このように自由な構成によって得られる画面効果＝美しさのことだと思われる。
「単純」や「構成」という藤島自身が使った言葉をちりばめることで、金東仁はテキスト中の藤島像に信憑性を与えようとしたのであろうが、このことから分かるのは、金東仁には藤島の絵画論に関する知識があったということだ。そしてこの「単純」という語は、これから見るように、金東仁の創作論においても重要な役割を果たしており、そのために金東仁が藤島の絵画論を自分の創作理論の構築に役立てたのではないかという推測が成り立つのである。
1925年に『朝鮮文壇』に連載された「小説作法」は、金東仁のはじめての本格的な創作論である。その中で金東仁は、小説を書くためにはプロット（事件）・登場人物の性格・背景（雰囲気）の三つがあればいいというスティーブンソン
の言葉に同意し、プロットについて次のように述べている。
プロットにもっとも大切で不可欠なものは＜単純化＞と＜統一＞と＜つながり＞である。三つの言葉（単純化・統一・つながり）はそれぞれ違っているように見えるが、よく見れば実は同じ物にすぎない。複雑な世界から、統一されてつながりのある事件を取り出して、小説化すること、これが単純化である
。
＜単純化＞＜統一＞＜つながり＞の三つは結局「単純化」という言葉にまとめることができる。複雑な世界を単純化し、脈絡なく生起するさまざまな事件から取り出した「一片の事件」のみが小説の材料になりうるのだと金東仁は主張する。ちょうど画家が目に映る複雑な物象を画面の上で「単純化」するように、作家はこの世に充溢する脈絡のない複雑な現象を、小説の中で「単純化」するというわけである。
1934年に発表された二つの評論「小説學徒税 書齊拭辞」と「近代小説税 勝利」においても、「単純化」はキーワードとして提示されている。特に後者においては、それが近代小説におけるリアリズムと結びつけられている点が注目される。
リアリズムと言えば「ありのまま」を描写するものだと誤解する人がよくいるが、決してそうではない。リアリズムの使命は、この複雑で統一されていない矛盾多き人生生活を単純化し統一することにある。

金東仁にとってのリアリズムとはあるがままに写すことではない。複雑で矛盾だらけの人生の「ありのままの事実」は小説の中ではかえって不自然に見えるから、「単純化」という小説手法によって「ありそうな事実」に変える、それが金東仁にとってのリアルなのである。
姜仁淑は、金東仁の芸術論の三つの骨子の一つとして「小説絵画論」
をあげている。小説は写真ではなく絵画であるとか
、小説における文体は絵画における色彩と同じだなど
、金東仁はよく小説創作を絵画創作にたとえて説明する。文学と美術をひとしく芸術としてあつかう態度には、先述したように金東仁が青少年期をすごした大正時代の白樺派の影響が感じられるが、とりわけ藤島の絵画論が金東仁にあたえた影響は無視できないように思われる。
 1941年の評論「創作手帖」では「単純化」は「純化」という語に変わっている。そして「純化」がプロットだけでなく登場人物の性格造形にも不可欠とされるなど、その重要性は増大し、絵画との比較もいっそう明確になっている。
「純化」というものはわかりやすく説明すれば絵画にたとえることができる。ある物体（景色・静物・人物なんであれ）を紙の上に再現するのに二種類がある。写真と絵画だ。/一つの物体を紙上に再現するのに写真という方法をとれば、正確無比で文句のつけようがない。（略）［だが写真ではすべてが］同じくらい重要そうに印画にあらわれる。それゆえその画面のいったい何を重要物として表わすつもりで制作したのか、見る者には判断がつかない。つまり制作者の主観というのが出てこないのだ。
それに反して絵画はそうではない。もし制作者がバルコニーを重視して描いたのなら、バルコニー以外のものすなわち緊要でないものは、曖昧に表わすとか、あるいは完全に無視して除去してしまう権利があり、バルコニーはいっそう明瞭にいっそう目立つように表わす権利がある。それどころか、自分の主観によってそのバルコニーに何かを加えたり減らしたり添えたり削ったり、あるいは色・形態・位置などを変えることもできる…
（傍点引用者）
小説においてもこれと同じことで、作家は事件へのかかわり方の軽重によって登場人物や行動の描写を誇張したり削除したりすることができる。これが「純化」であって、「小説の生命を支配する貴重な錬金術」
なのだと金東仁は書いている。
「純化」を絵画にたとえて説明したこの文章を、先に引用した画面構成に関する藤島の言葉と読み比べると、よく似ているが微妙に違う点もある。藤島が画面上で自由な構成をおこなうのは画面効果のためである。線や色が完成時において最大の価値を発揮するよう、画家はキャンバスの中で被写体を「単純化」して構成する。画面効果、それは言いかえれば画面の美である。藤島にとって「単純化」は画面の内部で完結した最大限の美を創造するための方法論だった。ところが金東仁が絵画を例にとって説明する「単純化」の目的は、「制作者の主観」を伝えることである。緊要、不要という判断を鑑賞者に理解させるために、制作者はあるものは強調し、あるものは曖昧化し、またあるものは除去することができる。制作者は画面上に写しとった世界を「自分の主観によって」自由に変える「権利」をもち、その手法がすなわち「純化」なのである。藤島の絵画の目的が単に「美」であるのに対して、金東仁は絵画においても主観＝自我にこだわっていることがわかる。彼にとっては絵画もまた「自分の創造した世界」
であり、そこに在るものは自分が「縦横自由に手のひらの上であやつる」
ことができなくてはならなかったのだ。初期の金東仁はよく「美」という語を使ったが、それはほとんどそのまま「自我」という語に置き換えられるほどであった
。おそらく金東仁にとっての「美」とはそういうものだったのであろう。
これまで見てきたところからして、金東仁は藤島の絵画論から「単純化」という語を自分なりに受け入れて小説創作論の構築に役立てたと考えていいのではないかと思う。金東仁がどのようにして藤島の絵画論に接したのかは不明である。論者が調査した範囲では、金東仁が川端画学校に入学する1918年より前に「単純化」に関して藤島が書いたり話したりした記事は見あたらない。したがって金東仁がそれを知るのは入学後だったと推測される。もしかしたら金東仁は川端画学校で直接藤島の講演などを聞いたか、あるいは藤島の授業に出ている学生から間接的に話を聞いたのかもしれない。ともかく1925年の「小説作法」には、藤島の「単純化」は金東仁なりの理解によって採り入れられている。
1924年ころに確立したという「強烈な東仁味」がこの方法論とかかわっていることは十分に考えられるだろう。
1929年に執筆した「女人」の中で金東仁が自分を「藤島の弟子」に擬した理由の一つは、自分は藤島武二の絵画論から学んだものがあるという意識だったと思われるのである。
最後に「表情」という語についてふれておく。あき子は藤島に「私の顔から『表情』というものがなくなっても、私はまだ美人でしょうか」と質問した。このことから、藤島は「表情」という語を特殊な意味で使用しており、金東仁がそれを知っていたことがわかる。藤島はある雑誌で「近来人物の表情ということに重きを置く芸術家はキャラクテールの表われた生気のある顔を好む」
と近代的個性と表情について語ったことがある。「モデルと美人の肖像」と題された明治43年のこの談話記事を、おそらく金東仁は読んでいたのであろう。そもそも彼が「モデル」とか「表情」に関する興味をもつようになったきっかけは、中学時代に愛読した翻訳小説『エルヰン物語』だったと思われる。主人公が画家であるこの小説中には、理想の表情をもつモデルを探し求める他の画家が登場し、ヒロインの表情も作中で大きな役割を果たしている。この「表情」という語は、このあと金東仁の代表作の一つ「狂画師」(1935)において重要な役割を果たすことになる。
４／まとめ
放蕩のために生活を破綻させた金東仁は1929年、今までとは違った覚悟をもって執筆活動を再開した。この年に書かれた評論「朝鮮近代小説考」と自伝小説「女人」は金東仁が精神的な破綻から免れるためにおこなった総括だと見なすことができる。「朝鮮近代小説考」で金東仁は、『創造』創刊を朝鮮近代文学史の流れの中に位置づけて高く評価し、また近代的文体の創設という功績を自ら明らかにして顕彰した。自尊心のよりどころを金東仁は自分のやってきた仕事に見出したのだ。同時に彼は｢女人｣において自分が出会ってきた女性を通して過去の自分を赤裸々に描きだし、心理的な清算をおこなった。
作者自身が自伝と呼んだこともあって、これまで「女人」の内容は事実と見なされる傾向があった。本稿では「女人」のテキスト中、日本が舞台になっている最初の連載３回分「メリー」「中島芳江」「萬造寺あき子」をできるだけ実証的に考証することを試みた。その結果、「メリー」「中島芳江」に関しては、少なくとも白金台周辺の地理的記述は事実に立脚していることがわかった。次に「萬造寺あき子」に登場するF画伯＝藤島武二について、年譜および弟子たちの回想と照らし合わせてみたところ、金東仁が藤島の門下生であった可能性はほとんどないことが明らかになった。
したがって、萬造寺あき子という女性も金東仁が創り出した人物ということになる。本稿では、それでは彼女は金東仁にとって何を意味していたのだろうという問いかけをおこなった。そして、「女人」の主人公を魅了すると同時に嫌悪させるあき子という女性は、一つは自我の壁に閉じ込められていた金東仁が心の奥で求めていた「他者」、もう一つは映画や博覧会などの文化的装いで植民地の青年を惹きつけたメトロポリス「東京」、この二つを意味しており、「女人」の主人公があき子に抱くアンビヴァレントな感情は、作者が「他者」と「東京」に対して抱いたアンビヴァレンスの投影であったのではないかと推論した。
本稿では最後に、金東仁が自身を藤島の弟子に擬した理由を考えた。テキストにある「単純美」「構成美」という言葉を手がかりにして、この二人の芸術家の創作論に共通する「単純化」という言葉を比較検討し、金東仁が小説創作上不可欠とした「単純化」は、藤島が制作のさい画面構成の第一義と力説した「単純化」（サンプリシテ）から採り入れたのであろうと推論した。金東仁が「女人」の中で自分は藤島から美学を学んだと語ったのは、直接の指導を受けたことはなくても彼の絵画論から間接的に学んだという意識があったからだと思われるのである。
� 「名画軒巨焼」（「東光」1927.3）／「京税 纒聖 戚生形」（「朝鮮文壇」1927.3）


� この間「恐宕税<拭析制>」など、数は少ないがいくつかの評論・随筆はある。


� 金治弘編著『金東仁評論全集』（三英社1984）p.66 [霹獰 侘營 甞珮 軋鮒税 靦]  


＊単行本・雑誌名は『』で、作品・新聞名は「」でくくる。


＊本論文執筆にあたっては、小説作品は主として弘字出版社の東仁全集（1964）を使用して朝鮮日報社版全集（1988）と三中堂版全集(1976)でおぎない、評論作品は金治弘編著『金東仁評論全集』（三英社1984）によった。また「女人」のテキストは『別乾坤（文芸面）』影印本（国学資料院1993）と『彗星』影印本（圓谷文化社1976）を使用した。


� 金治弘編著『金東仁評論全集』p.71 [昔賺煕 撈霍 隧稙虞澗 甞珮税 樅搗嚀]


� 同上p.76 [菁鈿廃 搓稱]


� 同上p.81 [蟹税 諒暴廃 渣潴引 益 渣潴税 昵響昔　狂暴廃　生活綟穢]


� 同上p.80 [紳茜 依聖 ‘攜’税 硝拭 説嬢 格斐形] 


� 同上p.81 [強烈廃 東仁味] 


� 同上p.83


�同上p.83 [蟹澗 戚 さ企拭 希 床壱 獣葱 幻泌 源聖 亜走壱 責陥. 淦纐 失敗税 垈闖精 ? 遙税 出奔精 ? 俾後澗 ? 焼費級精 ? 海餠,狆川,鑷餠 奕鬆税 漂嬌精 ? 走榎税 生活精 ?/ 益君蟹 戚 乞窮 依精 陥獣 機会研 奄陥軒壱 陥幻 須稽錘 倖戚 砧 焼費級 陥軒壱 蟹税 嬢袴艦税 念照拭 球君人辞 陥獣 撼艚税 鋩猜拭 蟹竺 層搾研 馬壱 責陥 馬澗 依生稽 さ悦帖為陥]


�同上p.82「その後１年間私は私［の］堕落しようとする品性と破産しようとする性格を抑えつけるのに全力を注いだ。財産は失った。妻も失った。しかし私の高貴な魂と純一な品性と傲慢な性格だけは何としても失いたくなかった」（原文朝鮮語）


� 金宇鍾著・長璋吉訳註『韓国現代小説史』Ⅲ二（二）「二〇年代初期の文体運動の功績」を参照。金宇鍾は近代的文体創出における金東仁の功績を否定し、ただ方言を小説に採り入れた点だけは認めた。だが崔元植はそれすらも玄鎭健の「犠牲花」(1920)の方が早かったと指摘している。（「金東仁研究史」『韓国文学研究総書現代文学編３金東仁研究』歯庚紫1989）


� 金允植は回想の内容は「実証的な事実」ではなく「金東仁の心情的なレベルでの事実」であるとしている。（金允植『金東仁研究』民音社p.104）


　金東仁が文体改革の自己顕彰や『創造』創刊の経緯について語った主なものは以下の通りである。文体についての記述があるものには※印、『創造』創刊についての記述があるものには◎印をつけておく。


　　　１　「朝鮮近代小説考」　　　　　 　  朝鮮日報1929.7,8　　　　※　◎　


　　　２　「文壇懐古」　　　　　　　　 　  毎日申報1931.8,9　　　　※　◎


　　　３　「文壇15年裏面史」　　　　　    朝鮮日報1934.3,4　　  　※　◎


　　　４　「蟹税 文壇生活20年回顧記」　   新人文学1934.11 　　　  ※　◎


　　　５　「朝鮮文學税黎明 『創造』回顧」  朝光1938.6  　　　　　  ※　◎


　　　６　「朝鮮文壇と私の歩んだ道」(日文) 国民文学1941.11 　　 　 ※　


　　　７　「余税文學道30年」　　　　 　  白民1948.11　　　 　　  ※


      ８　「文壇30年税切置」　　　　　 　 新天地1948.3～49.8      ※　◎


（なお、目にすることができず困っていた資料６のコピーを快く送ってくださったソウル大学大学院生布袋敏博氏に感謝する）


� 匈賺　――追憶税希給さ掩――   


� 追憶税 希給掩 ――『女人』税 幽痊―― 


� 『別乾坤』での最後の掲載となった連載８回目の小見出しが「７蝉丸」となっているのに、『彗星』創刊号に掲載された連載９回目の小見出しは「９廬山紅」で、番号が１つ抜けている。『別乾坤』のその後の号に「女人」は掲載されておらず、他の雑誌に１回分掲載された可能性も否定できないが、不明である。


� 1933年12月に漢城囁燒から出た目録に『女人』が入っている。（河東鎬『韓国近代文学税書誌研究』pp.94－5）「文壇30年税切置」によると金東仁は1930年ころ朝鮮に帰ってきた元瞭賁書館主人高敬相の再出発のために『女人』の原稿を与え、高敬相は三文社を作ったというが、目録にあるのはこの三文社から出たものなのか、また全集に収録されているのはこの版なのかは不明である。


� 「走貝 秡鐔税 出版物 検閲」（1946）で金東仁は西暦を「明治・大正・昭和・皇紀」に書き直さねばならなかった思い出を語っている。（弘字出版社版全集⑩p.321）


� 「別乾坤（文芸面）」影印本（国学資料院1993）第３巻p.381  [蟹澗 託傾稽 益依聖 廃腰旋嬢左形廃陥。 五軒、中島芳江、萬造寺あき子、金玉葉、 Ｍ蝉丸、黄瓊玉、Ｘ(失誤繕託 乞研) 廬山紅、 金白玉――杯馬醤 伸紫寓、 益亜錘汽、黄瓊玉、金白玉税 砧紫寓精 (廃紫寓精 辞随、廃紫寓精 遭害匂 奄持)精 忽辞 壱推廃 煽室雌生稽 掩さ希貝 紫寓(馬刊還戚嬢、 嬢鍵 益級税 敬聖 左硲馬食 爽獣辛社辞)戚神、五軒、芳江、あき子、蝉丸、Ｘ税 陥叱紫寓精、 益 暗坦澗朕括 持紫段託 乞牽澗 紫寓戚神  害嬢責澗 室紫寓さ亜錘汽、金玉葉精 隴七回( ?)税 亜舛持醗聖 獣拙馬審陥澗 社縦聖 球卦什悟、Ｍ精 舘喰廃 亜飢税 嬢遭 走嬢耕稽辞、 碁焼戚税 嬢格艦税 葛県聖 設 廃陥馬悟、 廬山紅精、薄仙 辞随辞設独艦澗 奄持葛県聖 益撹廃陥廃陥。]　この部分は全集では削除されている。　　　　　　　　　


� このＸとＭ２人の女性は、全集では削除されている。


� このとき龍岡温泉で起稿した小説が、東亜日報から頼まれて書いた長編「線精 益級」である。予告が出た後に東亜日報が停刊となったため、連載は半年後の1930年11月からになったという。（「『線精 益級』税回顧」金治弘編著『金東仁評論全集』ｐ418／「文壇30年税切置」同上p.477）


� 弘字出版社版全集②p.412  [躬銕—益亜錘汽亀、食昔拭 淫廃 採歳聖 床奄澗 毘窮陥。/(絏)益君蟹 濂筥聖 跚奄稽 廃 引暗研 短至馬形壱 床奄 獣拙廃 祭昔走虞、 岨端 鎧嬢揮霜 呪亜 蒸醸陥。]


� 「文壇30年税切置」によれば金東仁が婚約したのは1929年、結婚したのは1931年である。婚約に先立って経済問題を解決するため東亜日報の連載小説をひきうけたという。（pp.477-8）1930年9月には、婚約者にあてた手紙「絣婚切拭惟」が「女性時代」誌に発表されている。(弘字出版社版全集⑧pp.5-10)


� 「文壇30年税切置」金治弘編著『金東仁評論全集』p.p.477,480,489


� 同上p.465 [据壱澗 床鞠 儀聖 閤聖 依戚 焼艦虞] 　　　　　　　　　　　　　


� 大正５年ころのモデル事情については金森敦子著『お葉というモデルがいた』（晶文社1996）第一章「モデル誕生」参照


� 「別乾坤（文芸面）」影印本（国学資料院1993）第４巻p.53　（影印本を見ると、連載第３回は1930年２月号の目次に入っているにもかかわらず、本文は３月号に入れられている。作成時のミスだと思われる）


� 「文壇30年税切置」金治弘編著『金東仁評論全集』p.430


� 『東京の私立中学校』（編集兼発行東京都公文書館1975）「東京学院中学部」の項参照。東京学院は横浜移転にともなう臨時措置として大正６年３月、中等部を閉鎖した。移転後は関東学院と改称し、中等部も再開して現在にいたっている。金東仁の転学は大正４年なのでこの一時閉鎖とはかかわりがないようである。白川豊氏の調査によるとこの閉鎖はキリスト教系中学校の合併運動の一環であったという。（『韓椀侘營文學草創僊税 跋樅釟影響』東国大学校碩士論文注78）


� 金治弘編著『金東仁評論全集』p.431


� 『別乾坤（文芸面）』影印本（国学資料院1993）第３巻p.381  [跚漣跚芍甸亜聖戚譲陥。明治學蠡掻俳嘘 譯俳鰍持、 伸食叱詞鞠澗 社鰍 沿疑昔精、 鮃蓮桀俚嚀闍 譲窮 紫寿生稽 戚紫研 馬審陥。/　メグロ亜澗 起託研桀俚嚀闍拭辞 鎧形辞、神献畷楕生稽 女学院生稽 亜澗情幾掩聖 廃 箭鋼戚蟹 蟹形亜辞、 神献謝さ拙生稽 責澗 陥喰増戚, 鎧亜 歯稽説精 馬寿戚譲叱陥。/  雁獣税 桀俚嚀闍跚企澗、 焼送 竊牧鬆稽辞、 蟹税歯増税 墺楕引歔楕精 昔亜人 羨紗鞠審走幻、 剳楕生稽澗、 掩聖 闇格辞 碁千汝税 在昔斗亜 責壱、 爐楕 蝕獣 濂淕桍汝税 在昔斗研 闇格辞醤 増戚責叱陥。]   


� 『金東仁研究』（民音社1987）p.61


� 「水晶搾却奄」     「毎日申報」1930.4.22


　「少女税 葛掘」     同上       1930.4.27


　「巷走鯵」          同上       1930.6.7,9～16


　「純情――夫婦愛篇」同上       1930.1.1


  「純情――恋愛篇」 「朝鮮日報」1930.1.1,2


  「純情――友愛篇」 「東亜日報」1930.1.23　　　　　　　　　　


なお三枝壽勝が行っているイロニー・憧憬・虚無・ユーモアの有無による金東仁作品の分類では上の三つの作品は憧憬に入っている。「金東仁における近代文学」（「朝鮮学報」第百四十輯1991）p.38および文末表参照


� ヲッツ・ダントン著戸川秋骨訳『エルヰン物語』（初版国民文庫刊行会大正4年5月）／前掲三枝論文p.30参照


� 「宋製」　　　　　「毎日申報」1930.6.5～15,17～19　　　　　　　　　　　


� とはいえ、この年の末に起きた平壌市民による中国人襲撃暴動を描いたルポルタージュ「大同江税 悪夢」（三中堂版全集⑥）のうってかわって冷たく乾いた筆致は、極限状況を経験した金東仁が、「朝鮮近代小説考」の中で李人稙を絶賛して以来目指してきた＜冷情廃 祭円＞（『金東仁評論全集』p.63）を獲得したことを感じさせる。


� 「別乾坤（文芸面）」影印本（国学資料院1993）第３巻p.438  [爽畠郊伝拭 唐草庚税乞丞税ハヲリ移球櫛戚姥括拭 潅 謝聖さ走牽壱責澗 齒桀馬壱 疑越崖拙廃 杖越税 爽昔]


� 平成９年３月21日に第１回、７月18日に第２回調査を行った。


� 大正10年の地図にあるこの郵便局が、金東仁が住んだ大正４年にあったかどうかは不明である。ちなみに明治30年の地図には見あたらない。１回目の調査のとき郵便局は坂道の角に建物だけ残って廃局になっていた。２回目の調査時には建物もなくなって坂道の入り口は両角とも空き地になっていた。近所の人の話によると、以前から決まっていた目黒通りの拡張工事がいよいよはじまるので、それにそなえて壊したもので、郵便局は目黒通りを50メートルくらい行った向かい側にある大きなビルの１階に移したとのことだった。


� 「選路癖」（1935）という随筆によれば、下宿は「学校まで５，６分で行ける近距離であった」というが、わざわざ遠回りをして登校したという。（三中堂版全集⑥p.663）


� 本論文の草稿を読まれた白川豊氏は、丁來東の年譜にこのころの金東仁に関する記述があるというご指摘とともに年譜のコピーを送って下さった。それによると1917年の夏に日本に来て翌1918年春に明治学院中等部に入学した丁來東は自叙年譜に次のように書いている。「最初(1917年夏―引用者)は芝区三田のある下宿に入ったが、その下宿に２年生に留年した金東仁氏もいた。彼の部屋に行ってみると、月刊『新潮』を数十冊置き散らかして、あの本この本とひっかきまわしているのが異様に見えた。」（原文朝鮮語『丁來東全集Ⅰ』榎悪窒毒紫1971）1917年は金東仁が父の死で帰国した年であるから、この記述の大筋に間違いがないとすると、「三田」は「白金台」、「２年生」は「３年生」の勘違いで、金東仁は父の死後いったん東京にもどったものの進級に失敗して留年し、少なくとも夏まではこの下宿にいて、その後退学して帰国したことになる。


�筺螽瑁『爽推廃税 段奄　庚俳引 紫雌税 莫失引舛尻姥』(尻室企俳　企俳据　酵紫轄庚1992)3―５「酵榎俳左 畷増採据 井径税 走観 穿奄旋 税耕」３－６「誤帖俳据税 繕識昔 慎枢」参照


� 金春美『金東仁研究』（高麗大学民族文化研究所1985）p.264参考資料


� 明治学院卒業生名簿に金東仁の名前は見あたらないという。（明治学院大学言語文化研究所四方田犬彦氏の言葉による）


� 「文壇30年税切置」金治弘編著『金東仁評論全集』p.425


� 「文壇15年裏面史」同上p.408


� 金治弘「金東仁税 生涯人 文学観」同上所収／朝鮮日報社版全集⑰年譜／金允植『金東仁研究』その他


� 「別乾坤（文芸面）」影印本（国学資料院1993）第4巻p.53  [ 跚漣跚八鰍  益さ企澗 蟹澗 焼獄走研 析斐澗陥澗 析引衣肇戚空昔持税 朕陥空 砧紫闇聖 維悦陥製戚譲叱陥。 益背亜聖 蟹澗陥獣 疑井生稽茜陥。/ 伸焼肌詞 社鰍堰拭辞 移酔 短鰍堰稽 球君識 戚収線精税澗 原製紗拭 森綬拭企廃 疑井引 庚俳水聖 辰趨亜走壱 陥獣 俳但拭切奄研 降胃馬形 唖俳嘘税 鋭著辞研 奪雌酔拭 獄君葛坪 茨牽壱 責叱陥。 益君陥亜 脊俳据辞研 川幡畫學校拭 球君瞳掲陥。 / 益君蟹 俳嘘拭 亜澗析戚襲走照譲陥。 益君壱 益企重生稽 Ｆ畫柧拭惟　美術拭企廃 悪綬聖 球牽君 陥橿さ陥。 跋樅綰畫哘税 骭鱚 Ｆ畫柧精　後進聖 昔亀徹 是馬食 碁紫寓税 庚薦研 砧壱 切堰税 亜走壱責澗 紳茜走縦聖 益 擘隗拭惟 弘君爽君 馬審陥。 蟹亀 益 擘隗税 廃紫寓戚 鞠譲陥。]


� 同上p.54  [譲揮劾 鉢拷戚「咾硴攜」人 「楼瑾攜」拭企馬食 悪綬聖 拝さ企譲叱陥。あき子亜 庚究 杖閏戚 忽暗追 雌堰亜 鞠檎辞 識持聖 託雪陥。 / 「識持還　　 乞亀級 煽研 攜賺戚虞 杯艦陥。 帖幻 薦杖閏拭 「表钁」戚虞澗依戚 穣辞煽亀 煽澗 益撹 耕昔戚為柔艦さ亜 　譲機掴柔艦さ亜。 姶舛背爽室推 」／鉢拷亀 戚 さ牛劫為 霜庚拭 益幻 揚疆馬食獄掲陥――／「源胤撹戚   繕遂背虞」／「姶舛背 爽室推」「亜幻  責辞！」「獣君推。  姶舛背爽室推！」／常走床形澗 焼戚人亜銅 益税 勧精 紺馬惟 題益君走悟 勧弘戚 益祁益祁馬食 腺陥。／「妊舛戚 責辞亀 格澗 耕昔戚 焼艦陥」／鉢拷精 益幻 酔呪檎辞 戚君追 舘照聖蟹形獄掲陥。　あき子亀 戚企岩聖 牛壱醤 幻膳廃牛戚 馬馬馬馬 酔辞獄軒壱 脊聖眼聖卦陥。／益君蟹 悪綬戚 陥 さ円蟹壱 唖奄亀虞亜慶さ企譲叱陥。／「被！  識持還精 蟹研 耕昔戚 照戚虞壱 益熊為陥」／左研 塾壱責窮 益澗 鉢拷戚 球君亜形澗依聖左壱鉢拷拭惟さ亜走 級軒惟 戚君追 蟹糠慧馬審陥。 球君亜形窮 鉢拷精 降聖 誇蓄壱 亀虞左壱 酔叱陥。あき子亀 波 馬艦酔君獄掲陥。]


� 同上p.57　[鎧 乞季戚 鞠走推 馬希艦 進聖 版版 獄辞獄軒壱 乞季嚀酔生稽 臣虞茜陥。 乞亀級 此此馬醤腺陥。祭聖 説生形澗 紫寓戚 穣叱陥。 Ｆ鉢拷亀 嬢諺坦諺廃走 焼乞源亀 公馬壱 乞季嚀研 郊虞瑳さ歳戚譲叱陥。]  


� 同上 [疏精 掬走醤。 倍聖 幻級檎 言責為走]


� 同上 [繕識昔 さ企形虞  砧級移虞]


� 同上p.58  [益君蟹 只奄澗 託腺什蟹只走公廃依引陥硯戚穣叱陥。／「雁重精 繕識紫寓戚走推。 蟹澗 析沙紫寓戚食推」／述述廃 戚 廃原居さ歳戚譲辞陥。／ 蟹澗 益劾鴻託稽 瑛厩馬丈陥。]


� 雑誌発表時は1926年となっていたのが全集版で1925年に訂正されている。あき子との再会は２度目の放蕩をしているころなので1925年が正しい。


� 金治弘編著『金東仁評論全集』p.402　[雁獣 川幡畫學校拭 釼聖 砧壱, 奐囑筰税 門下下拭 攜術拭 企廃 雌縦聖 姥馬形 陥艦揮 纖澗]


� 同上p.409 [蟹澗 害拭惟 走走 省聖 戚幻鏑 益顕聖 疏焼馬食　川幡畫學校猿走 噌穣聖 馬心生蟹 益顕精 護 舌 益形沙 析戚 蒸壱 亀軒嬢 鉚濫 戚須税 撼學釟 掩稽 蟹展蟹惟 吉 依戚陥.]


� 同上p.411  [大正７年 嘛秡拭澗 推廃精 隴跚耀奕學校 1學甸戚推, 纖澗 川幡畫學校虞澗 溷悄學校税 初年倪戚心陥.] 


� 『東京の各種学校』東京都公文書館編集兼発行昭和43年pp.40-50


� 『東京学校案内』東京市役所編纂三省堂発行大正15年p.329


� 『東京学校案内』日本教育調査会発行昭和12年p.244


� 藤本東一良「回想の藤島武二：藤島教室のころ」『みづゑ』No867 1977.6 p.92  藤本はこの後東京美術学校に入学し、藤島に師事した。(注68参照)


� 「別乾坤（文芸面）」影印本（国学資料院1993）第4巻p.53  [跋樅綰畫哘税 骭鱚Ｆ畫柧精 後進聖 昔亀徹 是馬食 碁紫寓税 庚薦研 砧壱 切堰税 亜走壱責澗 紳茜走縦聖 益 擘隗拭惟 弘君爽君 馬審陥。 蟹亀 益 擘隗税 廃紫寓戚 鞠譲陥。/益君蟹 蟹税 鯉貴ぁ廃郊澗 衣坪 益顕聖 壕酔壱 煽敗戚照戚譲陥。攜學拭企廃 左畷貴ぁ走縦引 益顕拭 企廃 鯵割聖 譲澗依――戚依戚蟹税 鯉貴ぁ戚譲叱陥。益訓走虞戚絢犬廃擘隗澗 汐壱雌廃腰聖 乞紫馬食 沙旋戚穣叱陥。] 


� 藤島に関する資料は非常に多い。藤島の年譜や大正時代の画壇状況について参考にした主な資料をあげておく。


   ① 藤島武二『芸術のエスプリ』中央公論美術出版 1982


   ②陰里鉄郎監修 東京都庭園美術館編集『藤島武二展図録』  読売新聞社1989


   ③ 20世紀日本の美術11『黒田清輝／藤島武二』 集英社1990


   ④ 現代日本美術全集７ 『青木繁／藤島武二』 集英社1977


   ⑤ 匠秀夫『大正の個性派』有斐閣1988


   ⑥ 隈元謙次郎「藤島武二」『近代の洋画人』中央公論美術出版1959


①は雑誌に掲載された藤島の談話や回顧録、それに弟子たちによる藤島の語録を収めたものだが、後書きに「没後四十年にして出るこの書が初めてのほぼ藤島武二の全文集としてよい」とあるように、藤島という画家のものの見方を知るには不可欠の書である。②③④は画集だが、年譜や弟子の回想・評論などがついていて便利である。特に②巻末の参考文献一覧は非常に参考になった。⑤は大正画壇の流れを知るのに、⑥は藤島の生涯をざっと知るのによい。


� 前掲①p.150


� 有島生馬「藤島先生語抄」注63資料①p.303


� 『美術新報』13-5大正3年3月号 pp.189-191 注63資料①にも収録されている。


� 『東京美術学校の歴史』日本文教出版1977 pp.201-202


� 藤本東一良「回想の藤島武二：藤島教室のころ」『みづゑ』No.867 1977.6 p.92（回想されているのは昭和10年頃である）


� 猪熊弦一郎「藤島先生は太陽」注63②p.18


� 同上


� 『芸術のエスプリ』後書き注63①p.321


� 「何も彼も識り抜いていられるのだが、理屈めいたことを口にするのが嫌いで、私などよく『エカキはそんなことを心配せんでよろしい』と度々たしなめられた」（伊原宇三郎「藤島武二先生への追慕」『みづゑ』No.593 1955.1 p.44）


　「先生は手紙を書くのが大嫌いであり、読書の時間も極めて少なかった」（有島生馬「藤島先生語抄」注63①p.302）


� 別乾坤（文芸面）」影印本（国学資料院1993）第４巻p.53-54  [勧戚 滴壱 韻辰亜 責什悟 さ穀け拭 詞戚 燃採馬壱 政貝備 さ円戚 さ彩宋廃 謝亜喰さ円砺澗 光獣 鋼さ拙暗軒澗 尻歳畠錯 謝悼戚 拷食責壱 情薦揮霜形[全集では荘移] 采精錯戚 幻備亀澗 進引 采精 軒沙引 采精重聖 重譲陥。]


� マニキュア用エナメルが売り出されるのは「萬造寺あき子」が発表されたのと同じ1930年のことだから、指先で光っているのはマニキュアではない。マニキュアが一般化する前は、爪を光らせるのにピンクか無色のワニスを用いていた。大正7年の日本での状況は不明だが爪が光っていることを強調していることから見てあき子はワニスを塗っているのではないかと想像される。（春山行夫『おしゃれの文化史』平凡社1976マニキュアの項参照）


� たとえば大正の婦人解放運動指導者平塚雷鳥と市川房枝が洋服着用をはじめたのが大正9年7月からだったが、その月の演説会での二人の洋装は新聞で話題になるほどだったという。面白い例としては、日本服装改善会の尾崎げんという女性が大正10年に洋装で白木屋に通勤し始めたところ、しばしば路上で投石されたという話が伝わっている。洋装は関東大震災の後急速に普及し、大正末に出現したモダンガールは昭和5年ころ全盛期を迎えた。だが「考現学者」今和次郎がおこなった大正14年の銀座街風俗調査によれば、調査時に銀座を歩いていた女性の洋服着用率は１パーセントにすぎない。（中山千代『日本婦人洋装史』吉川弘文館1987第二部第三章大正洋装）


� 弘字出版社版全集②p.286


� 作品の中で金妍實は自分を自覚した先駆女性とみなしている。この中編は1941年5・6・12月の「文章」にそれぞれ「金妍實傳」「先駆女」「増爽硯」と題して連載され、1947年に単行本『金妍實傳』として刊行された。


� 金允植『金東仁研究』民音社p.209


� 「艚碾税 淦笙瑪」金治弘編著『金東仁評論全集』p.27


� 金允植『金東仁研究』民音社p.209


ところで金允植はこの中で金東仁とあき子の「男女関係」を強く否定している。しかしテキストを素直に読めば金東仁とあき子の｢男女関係｣は明らかであって、それを否定することはあき子の実在性を否定するにひとしい。あき子から実在性をうばって象徴にとじ込めようとする金允植は、無意識のうちにあき子が創作された人物であることを見抜いているように見える。


� 同上


� とはいえ、たとえばヌード事件の起きる前夜は青年会館で徹夜したことになっていたり、事件のあと｢朝鮮人をやっつけろ、ぶちのめせ！｣という日本人学生の罵声を背にして藤島の家を飛び出すなど、｢萬造寺あき子｣には、第２期東京時代を３・１運動当時の民族主義的な雰囲気と結びつけようとする金東仁の作為も感じられる。｢朝鮮近代小説考｣ではじめて『創造』創刊を高く評価して以来、時間がたつにつれて彼の回想には東京２・8宣言と『創造』創刊を結び付けようとする傾向が強まっていくように見える。


� 三中堂版全集⑥p.435 


� 「東京散歩」の命名者は李光洙だったという。『金東仁評論全集』 p.464


� 金東仁自身あちこちでそう書いていることもさることながら、たとえば『創造』同人金煥が『創造』第３号に載せた紀行文「東渡税 掩」には、「我々は同人Ｋ君（金東仁のこと）を訪問した。君は三月のことで入獄し、出獄後ちょっと東京に行ってきて七、八日前に帰国したという」（原文朝鮮語p.14）という一節があり、金東仁の東京行きが事実であったことを傍証している。


� 竹久夢二の自伝絵画小説「出帆」は『都新聞』に昭和２年５月２日から９月12日まで連載された。昭和33年に龍星閣から出た単行本『出帆』（刊行者澤田伊四郎）の後書きによると、竹久夢二の女性関係や知名なモデルたちによって当時は相当世間の話題に上がったという。この中に登場する竹久夢二の恋人でありモデルであった佐々木カ� eq \o(\s\up 11(ネ),子)�ヨ・別名お葉は藤島武二のモデルでもあった。藤島は父親のように相談相手になってやり、最後は彼女をきちんとした家に嫁がせたという。彼女の横顔を描いた「芳蕙」は藤島の代表作の一つである。「出帆」では、お葉は「花子」藤島は「駒込先生」として登場する。（粟田勇「画家によって貌を変えたモデルお葉 藤島武二・竹久夢二・伊藤晴雨」『芸術新潮』昭和60年9月号／金森敦子『お葉というモデルがいた』晶文社1996）


� 金允植『金東仁研究』p.81


� 同上


� 注49に同じ


� 「足跡を辿りて」『芸術のエスプリ』p.220


� 「先生は当時の日本では耳新しい『単純化』や自然の解釈と取捨選択の自由を力説していられた」（伊原宇三郎「藤島武二追慕」『みづゑ』No.593 1955.1 p.43）


�  『芸術のエスプリ』p.308


� Robert Louis Balfour Stevenson（1850～94）イギリスの小説家・随筆家・詩人・文芸批評家。ただし東仁が引用した言葉の出典は未確認。


� 金治弘編著『金東仁評論全集』p.42　[覗茎闘拭 亜舌 瑛廃――穣走 公拝 依精, 咾硴化人統一人連絡戚陥. 室亜走税 源(咾硴化,統一,連絡)戚 陥 薦唖奄 さ牛戚 陥献 牛馬走幻,追究馬檎 亜動 依拭 走蟹走 公廃陥. 樛轌廃 瓲灑拭辞 統一吉 連絡責澗 譲揮 淦膜聖 増嬢食, 甞珮化馬澗依 戚依戚 咾硴化戚為陥.]


� 同上p.52　[軒杖軒葬戚虞 馬檎 泌備 ‘赤澗 企稽’研 掣湮馬澗 依戚虞壱 神背研 馬澗 戚亜 赤走幻 衣坪 益係走 省陥.軒杖軒葬税 紫誤精 戚 差説馬壱 橙統一鞠壱 乞授 弦精 賺煕生活聖 舘授鉢馬壱 搭析鉢馬澗 汽 赤陥.]


� 悪昔寿 『切尻爽税 庚俳経Ⅰ』壱形据 1991p.384   残りの二つの骨子は「人形操縦術」と「文芸娯楽説」である。


� 「小説作法」金治弘編著『金東仁評論全集』p.42


� 「甞珮學囮税 燒遽拭辞」同上p.59　この評論の中で金東仁は、我々が「文体」と呼ぶものに「文章」という語をあてている。


� 金治弘編著『金東仁評論全集』p.262　　[’硴化’虞 馬澗 依精 硝奄 襲惟 竺誤馬切檎 絵畫稽 搾政拝 呪 責陥. 嬢さ揮 舉體(蒙致,陝舉,賺舉 巷譲戚揮 娃拭)研 魑濔拭 仙薄馬澗  汽 砧 亜走税 顏彎亜 責陥. 紫遭引 繪畫陥./廃 舉膜聖 魑濔拭 仙薄馬澗 汽 湮鰒戚虞澗 号此聖 昼馬檎 舛溌 搓沛馬食 採膳聖 稱拝 汽亜 穣陥. (繰) /亜動 程度稽 骭薊馬惟 贅畫拭 蟹展貝陥. 益君糠稽 虜躡澗 企端 益 畫戌税 巷譲聖 掻推馬惟 蟹展鎧形壱 薦拙吉 依昔走, 毒舘拝 呪 穣陥. 聡, 隹軋躡税 飩虜戚虞澗 依精 蟹展馨 呪 穣陥.


暗堰拭 昵馬食 繪畫澗 益君帖 照展. 幻鉦 隹軋躡亜 巉嚀研 骭稱馬壱 幻級精 依戚檎 巉嚀 戚須税 依精 聡,殳冖廃 依精 功荊備 蟹展鎧窮亜 箸精 穿粕 巷獣背辞 雍奔背 獄険 映軒亜 責壱 必要廃 巉嚀澗 希錐 誤戟備 希錐 砧球君走惟 蟹展馨 映軒亜 責陥.さ歳幻 焼艦虞, 益 葛企拭亀 切奄税 爽淫拭 さ陥虞辞 淵馬壱 宝馬壱　添馬壱 削馬壱 箸精 事哀税 莫殿 是帖 去聖 痕井拝 呪さ亜走 責聖 さ歳希君…] 


� 同上p.263


� 「切堰税 黠鞦廃 瓲唯」金治弘編著『金東仁評論全集』p.20


� 同上p.22


� たとえば「朝鮮近代文学考」の「私は善と美、この相反する両者の間に合致点を発見しようとした。私はすべてを美の下に置こうとした。私の欲求はすべて美だ。美は美だ。美の反対も美だ。愛も美だ。憎しみもまた美だ。善も美であると同時に悪もまた美だ。」など。（原文朝鮮語『金東仁評論全集』p.80）


� 「小説作法」は（１）序文／（２）小説の起源と歴史／（３）構想／（４）文体の4つの章で成り立っており、（３）で「単純化」（４）で「一元描写」に関して記述されている。姜仁淑は金東仁の「一元描写」が岩野泡鳴の「一元描写論」と酷似していることを指摘し、「問題は以上の文章で金東仁が泡鳴について言及しなかったことにある」と書いている。(「自然主義文学論Ⅰ」p.320)同じように｢単純化｣についても藤島武二にまったく言及しなかった金東仁だが、｢女人｣の中で藤島を自分の美学の師とすることで、それに代えたのではないだろうか。


�姜仁淑は「暗示と省略の中でひとりの人物の全生涯が明確に把握され短い紙面の中で要領よく収斂されるダイナミックなテンポは金東仁だけがもつ強烈な東仁味だ」（姜仁淑「疑昔庚俳税 砧 鯵税 逐」建国大学校出版部『 庚俳税　戚背人 姶雌2 沿疑昔』p.37）と述べて「東仁味」を手法や文体と関連付けている。一方金允植は「東仁味」は金東仁の人形操縦術から発するとみなしている。（『金東仁研究』９＜慎企＞人「政辞」）今後は「単純化」という手法を視野に入れた検討が必要だと思われる。


� 日本では余り気付かぬが、画家が｢ベルテート｣（直訳すれば美顔）というときに、普通の人はあれが美人かといって、どこが佳いのか、ちょっと合点がいかぬことがある。外国人は何か特色のある美人を好む、ただ目鼻立が揃っているだけの、ボンヤリしたのではいかぬ、この意義で、皺くちゃの爺婆でも、場合によっては｢ベルテート｣と言い得る。昔のギリシャ系統のいわゆる優美とか端麗とかの型を愛する画家は、表情のある顔を野鄙だと言って卑しむ。近来人物の表情ということに重きを置く芸術家はキャラクテールの表われた生気のある顔を好む…「モデルと美人の肖像」『美術新報』８月号p.172
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